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第１章 下田市の歴史的風致形成の背景  

１ 自然的環境 

（１）位置 

下田市は、静岡県の東南部、伊豆半島の南部東側に位置しており、直線で

東京都心からは約 140 ㎞、熱海・三島からは約 50 ㎞のところにある。 

市域は東西約 13 ㎞、南北約 16 ㎞、面積は 104.38 ㎢の規模を有し、北は河

津町、西は松崎町と南伊豆町に接している。 

また、下田港から南へ約 11km 離れた太平洋上に神
み

子
こ

元
もと

島
じま

があり、面積は、

約 0.1 ㎢である。 

 

  

下田市位置図 
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（２）地勢 

下田市は、天城山系の南端から太平洋に至る豊かな自然環境に恵まれ、天

城山系から続く急峻な山々と約 47 ㎞に及ぶ海岸線は、下田を特徴付ける美し

い景観をかたちづくっている。特に海上からは、緑豊かな起伏に富んだ地形

や海に突き出した岬、岩の小島などに演出される下田固有の風景を見ること

ができる。 

伊豆半島は、今から 2,000 万年ほど前に本州から南へ 1,500 ㎞くらい離れ

た今の硫
い

黄
おう

島
じま

あたりで海底の噴火によってでき始めたと考えられている。

1,000 万年ほど前になると、海底火山は海面まで盛り上がるほど大きくなり、

100 万年前ごろに本州に衝突し、50 万年ほど前に現在のような半島になった

と考えられている。このような活動が、変化に富む美しい伊豆の山々や海岸

線、温泉などの独特な自然環境を生み出した。 

下田市を特徴付ける地形に下田湾があるが、海底が盛り上がり陸地になっ

た須
す

崎
ざき

半島が、赤
あか

根
ね

島
じま

との間に深く入り込んだ谷をつくって生まれたと考え

られ、この地形を生かし、古来より東西海上交通の要衝として港町が形成さ

れた。ペリー提督（Matthew
マ シ ュ ー

 Calbraith
カ ル ブ レ イ ス

 Perry
ペ リ ー

）が来航した幕末期は、下田が

日本初の開港場となり注目を浴びることとなったが、『ペリー艦隊日本遠征記

（安政３年（1856））』によれば、下田湾が外洋と接し、安全かつ容易に船の

出入りができる点が、ペリー提督を満足させたようである。 

 

 

 

 

  

下田湾周辺 
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①地形 

地形は、大部分が起伏に富んだ山地である。稲生沢
い の う ざ わ

川と稲梓
いなずさ

川合流点付近

より上流部の稲梓地域には、砂
さ

礫
れき

で構成される河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

※1が形成され、稲生

沢地域や下田・本郷地域といった下流部には、砂礫や砂泥で覆われる谷底
こくてい

平

野※2、浜崎地域や白浜地域では台地及び丘陵地が形成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 川より高く平らな形で残った平坦面（段丘面）と削られてできた崖（段丘崖）からなる階段状の

地形。 

※2 上流部から運ばれた土砂が堆積し、山地の間を埋めた比較的幅の広い平坦な土地。  

地形分類図 
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標高は、北西部の市境が最も高く、600ｍ以上あり、南部の下田湾周辺に広

がる市街地は３ｍ程である。市域の標高差は 600ｍ以上に及ぶ。 

下田港の背後にそびえたつ下田富士（187ｍ）と寝
ね

姿
すがた

山
やま

（199ｍ）は、はる

か昔に活動を終えた海底火山が伊豆と本州の衝突とともに隆起・浸食され、

火山の中心にあったマグマの通り道が姿を現したもの（火山の根）で、特異

な地形を有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  標高図と標高断面図 
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②地質 

地質は、伊豆半島が海底火山であった時代の火山性堆積物から成る白浜層

群や湯ガ島層群が大部分を占めており、稲生沢川や大
おお

賀
が

茂
も

川等の河川沿岸流

域には、泥層から礫層・砂礫層までの未固結堆積物が分布し、沖
ちゅう

積
せき

平野※3を

形成している。 

伊豆半島南部で採掘される「伊豆石」は、火山灰や軽石が降り積もった火

山性堆積物が長い年月をかけて凝灰岩へと変化したものであり、この特異な

地質の産物である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 河川による侵食や土砂の運搬・堆積などの作用によって形成される平野の一種。  

表層地質図 
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③水質 

市域を流れる代表的な河川は、稲生沢川である。稲生沢川は、下田市加
か

増
ぞう

野
の

の婆娑
ば さ

羅
ら

山（標高 608m）に源を発し、支川と合流しながら市域をほぼ真東に

貫き、稲梓川と合流した後に進路をほぼ真南に変え、蓮
れん

台
だい

寺
じ

川等と合流して

下田港へ注いでいる。 

また、９つの海水浴場があり、環境省が定める水質基準において最高ラン

クの水質を誇っている。 

 

 

 

  

河川等位置図 
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＜コラム１ 下田市のジオサイト※4＞ 

伊豆半島は、約 2,000 万年前、南洋の海底火山群であったものが、やがて

本州に衝突し、現在のような半島の形になった。 

その後もプレートによる地
ち

殻
かく

変
へん

動
どう

、火山活動が続き、二重三重の地質学的

特異性は、美しい景観や温泉、深い海など、独特の自然環境を生み出した。 

伊豆半島は、その特異な成り立ちと地学的な現状から、「伊豆半島ジオパ

ーク」として、平成 24 年（2012）に日本ジオパーク※5に認定され、平成 30

年（2018）にユネスコの世界ジオパークに認定された。 

下田市では、爪
つめ

木
き

崎
ざき

俵
たわら

磯
いそ

の 柱
ちゅう

状
じょう

節
せつ

理
り

や柿
かき

崎
さき

弁
べん

天
てん

島
じま

の斜交層
しゃこうそう

理
り

、田牛
と う じ

の

龍宮窟
りゅうぐうくつ

、恵比須
え び す

島
じま

などを始めとするジオパークのダイナミックな景観を見

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主なジオサイトポイント 

 

※4 地質、地形、歴史などそのジオパークを特色づける見学場所や拠点。（例：地形の景観、岩石

や化石が見られる崖、歴史建造物、植物の群生地など） 

※5 「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み合わせた言葉で、「大地の公

園」を意味し、地球（ジオ）を学び、丸ごと楽しむことができる場所をいう。日本ジオパーク

は 43 地域あり、その内９地域がユネスコ世界ジオパークに認定されている。 

（出典：日本ジオパークネットワーク 平成 30 年（2018）４月時点） 
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 ① 爪木崎西 

爪木崎西側の海岸には、「俵磯」と呼ばれる

珍しい岩石が見られる。岩石は「柱状節理」と

いわれる六角形の柱が整然と積み重ねられて

できている。マグマや溶岩が冷え固まる時に体

積が縮むため、このような形が生まれる。水を

抜いた田んぼや、泥の中にできた水たまりが乾

燥したときにできる亀裂とよく似ている。 

 ② 恵比須島 

恵比須島を一周する遊歩道から、軽石や火山

灰が作る美しい縞
し ま

模様など、太古の海底火山の

名残が見られる。地殻変動によって少し傾いた

地層は、遊歩道に沿って次々と姿を変える。島

のまわりにある「千
せ ん

畳
じょう

敷
じ き

」（岩盤からなる広い

台地状の地形）は、現在も続いている地殻変動

の証拠でもある。 

 ③ 柿崎弁天島 

柿崎弁天島では斜めに交差する美しい縞模

様の地層が見られ、「斜交層理」と呼ばれる。

海底火山から噴出した火山灰や軽石が、波や海

流に運ばれて地層ができ、その後地殻変動によ

って隆起し、さらに波に削られてできたのが弁

天島である。 

 ④ 下田富士 

下田富士は、はるか昔に活動を終えた海底火

山が伊豆と本州の衝突とともに隆起、浸食さ

れ、火山の中心にあったマグマの通り道が姿を

現したものである。登山道には女人禁制と書か

れた石碑があるなど、信仰の面影が残る。 

 ⑤ 龍宮窟 

田牛の龍宮窟は、大きな洞窟の天井が一部崩

れて、直径 50ｍほどの天窓が開いたもので、伊

豆の各地にあるものの中でも最大級である。洞

窟の壁には、海底火山から噴出した黄色がかっ

た茶色い火山れきが美しく層をなし、天窓の底

を満たす青い海水とのコントラストが神秘的

な場所である。 
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＜コラム２ 伊豆石と石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡＞ 

下田市のまちなみの中には、地元産石材の伊豆石を用いた建造物が多く残

っており、伊豆石は、建造物の基礎や石蔵、石塀だけでなく、石灯
とう

篭
ろう

や記念

碑など様々な所で伊豆石が利用されている。 

伊豆石には２種類あり、火山から流れ出した溶岩の「堅
かた

石
いし

」と、火山が噴

出した火山灰や軽石からなる凝灰岩
ぎょうかいがん

と呼ばれる「軟
なん

石
せき

」に大別され、特に

軟石は加工がしやすいのが特徴である。 

下田を含む伊豆半島南部は、海底火山の火山灰や軽石からなる地質が多く

を占めるため、伊豆軟石の採掘が盛んに行われ、広く利用された。 

近世後期から明治にかけて、下田における石材生産は、住民の多くが関わ

った花形産業であった。 

 

伊豆石は扱いやすく、加工しやすい建築材料として重宝され、現在でも、

ペリーロード周辺では、こうした軟石を使った建物が趣ある店舗などに活用

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下田市域内には、石丁場跡（石を

山などから切り出した跡）が多数残

されている。採掘形状は様々で、ト

ンネル状のもの、複数の部屋状の空

間がつくられているもの、また、か

なり大規模で広大な空間がつくられ

ているものなどがある。 

 

  

草画房（店舗） 

敷根の石丁場跡 

伊豆石の蔵 
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（３）気象 

下田市は、黒潮が流れる太平洋に面しているため、年平均気温は約 17℃と

比較的温暖な気候で、真冬でも降雪はほとんどない。最も乾燥した月は１月

で 81.3mm、最も降水量が高いのが９月で 273.3mm、年間降水量は 2,051.5mm

と豊富である。 

このような気候と地形条件により、様々な草花や果樹が生育している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

雨量 81.3 93.2 189.2 154.7 184.7 231.3 241.7 169.7 273.3 172.5 136.0 124.0

平均気温 7.5 7.7 10.9 15.1 19.2 21.6 25.4 27.0 23.5 19.3 14.7 10.0

最高気温 16.4 19.3 20.4 24.2 27.3 28.7 33.3 34.1 30.9 28.9 23.0 21.2

最低気温 -0.4 0.1 0.5 5.9 10.7 15.0 19.3 20.5 17.6 11.1 5.0 0.6

81.3 93.2 189.2 154.7 184.7 231.3 241.7 169.7 273.3 172.5 136.0 124.0
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平均気温

最高気温
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月別気象状況 

（平成 26 年（2014）～平成 28 年（2016）の過去３年間の平均） 

（℃） （㎜） 
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＜コラム３ 下田市の花＞ 

下田市には、多様な草花がみられ、須崎半島先端の景勝地、爪木崎には、

野水仙の一大群生地があり、毎年 12 月から２月にかけて「水仙まつり」が

行われている。下田公園には、約 15 万株のあじさいが植えられ、６月に約

300 万輪が咲き乱れる「あじさい祭」が開催されるとともに、下田公園の椿

園では 12 月から２月末にかけて、161 種 5,000 本の椿の花々が咲き誇る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な花の名所 

    

あじさい（下田公園） 椿（下田公園） はまぼう（吉佐美） はまゆう（田牛サン

ドスキー場等） 

 

   

つわぶき（寝姿山、

須崎爪木崎他） 

イソギク（須崎爪木

崎） 

アロエ（白浜アロエ

の里、須崎爪木崎） 

水仙（須崎爪木崎） 
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２ 社会的環境 

（１）下田市の変遷 

下田市は、昭和 30 年（1955）に賀茂
か も

郡下田町、稲梓
いなずさ

村、稲
いの

生
う

沢
ざわ

村、白浜村、

浜崎村、朝日村の６カ町村が合併して下田町となり、昭和 46 年（1971）に市

制を施行して、現在に至っている。 

明治以降町村合併変遷表 

  

合併前 合併後

下田町

岡方村

柿崎村 柿崎村

須崎村 須崎村

白浜村 白浜村

吉佐美村 吉佐美村

上大賀茂村

下大賀茂村

田牛村 田牛村

箕作村 箕作村

北野沢村

茅原野村

新須郷村

本須郷村

落合村 落合村

宇土金村 宇土金村

椎原村 椎原村

加増野村 加増野村

横川村 横川村

相玉村 相玉村

北湯ヶ野村 北湯ヶ野村

堀ノ内村 堀ノ内村

荒増村 荒増村

立野村 立野村

上大沢村

下大沢村

蓮台寺村 蓮台寺村

河内村 河内村

中村 中村

本郷村 本郷村

稲梓村

明治10年合併
須原村

須原村

明治4年
町村名

合併
明治22年町村名

その後合併等

明治8年合併
下田町

下田町 下田町

下田町
昭和30
年合併
下田市
昭和46
年成立

浜崎村

稲生沢村

明治8年合併
大沢村

大沢村

明治29年
白浜村分離

朝日村
明治7年合併
大賀茂村

大賀茂村
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明治 22 年合併前の町村名と合併後の６カ町村 
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10,911 11,075 11,119 10,917 10,787 10,397 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

人口

世帯数

19.4%

15.9%

13.9%

12.6%

11.4%

10.5%

9.8%

66.4%

67.1%

65.7%

62.6%

60.6%

56.2%

51.3%

14.1%

16.7%

20.4%

24.7%

28.6%

33.0%

38.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和60年(1985)

平成2年(1990)

平成7年(1995)

平成12年(2000)

平成17年(2005)

平成22年(2010)

平成27年(2015)

15歳未満

（年少人口）

16歳～64歳

（生産年齢人口）

65歳以上

（高齢者人口）

（２）人口動態 

人口は、昭和 50 年（1975）の 31,700 人をピークに減少し、世帯数も平成

12 年（2000）以降減少に転じている。平成 27 年（2015）の人口は 22,916 人、

世帯数は 10,397 世帯となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年（2015）の年齢別人口は、年少人口が 2,234 人（9.8％）、生産年

齢人口が 11,658 人（51.3％）、高齢者人口が 8,848 人（38.9％）であり、少

子高齢化が急速に進展している。 

 

 

 

  

６カ町村 下田市 

人口構成比の推移 

総人口の推移 

下田町 

（人・世帯） 

（資料：下田市将来人口ビジョン、平成 27 年度は国勢調査） 

（資料：各年国勢調査） 
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田

3.1%
畑

3.6%宅地

3.7%

山林

57.0%

原野

20.2%

雑種地その他

12.4%

（３）土地利用 

下田市の面積は、104.38 ㎢で、総面積

の約８割を森林（山林・原野）が占めて

いる。農地や宅地は河川沿いの平坦地や

丘陵地に分布しており、稲生沢川の下流

の平坦地には、市街地が形成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲
生
沢
川 

平成 28 年度地目別土地利用状況 

 

土地利用現況図 

 

（資料：平成 28 年度下田市統計書） 

（資料：下田市都市計画マスタープラン） 
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（４）交通機関 

下田市は伊豆半島のほぼ先端部にある良港として、古くから東西海上交通

の要衝であり、幕末期は西洋に開かれた開港場として幕末開港史にその名を

留めている。 

近代に至り、東京方面と南伊豆地方を結ぶ物流拠点として発展したが、や

がて船舶装備の近代化等によって港としての優位性は薄れ、昭和初年の経済

恐慌によって町の経済は低迷した。 

しかし、昭和 36 年（1961）には伊豆急行

線が開通し、伊豆急下田駅は伊豆半島の終着

駅となった。鉄道によって首都圏と結ばれ、

自動車の普及による道路整備とがあいまっ

て観光客数は急増し、観光産業が発展した。 

本市には、伊豆急行線の伊豆急下田駅、蓮
れん

台
だい

寺
じ

駅、稲梓駅の３駅が設置されている。 

 

道路は、東海岸を

通る国道 135 号、半

島の中心を貫く国道

414 号、西海岸を通る

国道 136 号の３本の

国道が整備されてい

る。 

現在、東名高速道

路沼津ＩＣと下田を

60 分で結ぶ高規格幹

線道路「伊豆縦貫自

動車道」の整備が進

められており、下田

市内の混雑の緩和を

図ることにより、観

光産業の活性化と、

日常生活を快適にす

ることを目的として

いる。  
下田市内の主な道路網・鉄道 

伊豆急行 リゾート 21 
（黒船電車） 
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1,050 

975 

768 

710 

566 

568 

2,639 

2,449 

2,151 

1,702 

1,519 

1,349 

12,169 

11,985 

10,877 

10,489 

9,630 

8,395 

15,870 

15,411 

13,796 

12,913 

11,863 

10,453 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

平成2年(1990)

平成7年(1995)

平成12年(2000)

平成17年(2005)

平成22年(2010)

平成27年(2015)

第1次産業

第2次産業

第3次産業

分類不能

また、下田港からは、伊豆七島（新
にい

島、式
しき

根
ね

島、神
こう

津
づ

島、利
と

島）を結ぶ定

期航路が運航されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）産業 

平成 27 年（2015）における就業者数は 10,453 人であり、平成 2 年（1990）

の 15,870 人から 34％減少している。 

平成 27 年（2015）における産業３分類別は、農林水産業を主とした第１次

産業は 568 人（5.4％）、製造業、建設業を主とした第２次産業は 1,349 人

（12.9％）、商業・サービス業を主とした第３次産業就業者は 8,395人（80.3％）

となっている。（カッコ内は全就業者数に対する比率を表す。） 

３分類とも減少傾向となっている中で、元々高い水準である第３次産業の

比率が更に高くなる傾向にある。 

  

産業別就業割合の推移 

（人） 

定期航路図 

各島の距離と時間              

下田 ― 利島 37km 約 1 時間 35 分 

利島 ― 新島 16km 約 1 時間 

新島 ― 式根島 8km 約 20 分 

式根島 ― 神津島 17km 約 50 分 

神津島 ― 下田 55km 約 2 時間 20 分 

（資料：各年国勢調査） 
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平成 27 年（2015）における第１次産業就業者、２次産業就業者、第３次産

業就業者の内訳は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①漁業 

下田市は、浅海
せんかい

磯
いそ

根
ね

漁業※6 が盛んであり、特に海藻類は収穫量が多く、静

岡県内においても 24.4％のシェアを誇っている。この海藻類の中には、下田

の特産品である天草が含まれている。天草の水揚量は、後継者不足等により

減少傾向にあり、現在、水揚げがあるのは、白浜漁港、須
す

崎
ざき

漁港、外
そと

浦
うら

漁港

である。 

魚類は、キンメダイが下田の特産品である。キンメダイは、主に一都四県

（東京都、千葉県、神奈川県、静岡県、高知県）で漁獲されることから、農

林水産省による漁獲量調査の対象外となっているが、平成 29 年度魚種別系群

資源評価（水産庁）による各都県のキンメダイ漁獲量や漁業協同組合所有の

データによると、下田港の漁獲量は 1,000 トン以上と、全国シェアの約２割

を占め、日本一を誇っている。 

※6 アワビ、トコブシ、サザエなどの貝類、イセエビ、ウニ類、天草、岩海苔などの採藻により収入

を得る浅い海での魚類以外の漁業。  

農業

50%

漁業

43%

林業

7%

建設業

70%

製造業

30%

平成 27 年第３次産業の内訳 

平成 27 年第１次産業の内訳 平成 27 年第２次産業の内訳 

（資料：平成 28 年度下田市統計書） 
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 魚種 漁獲量 
静岡県内 
シェア 

1 海藻類  142 t  （24.4％） 

2 貝類  37 t  （1.7％） 

3 えび類  30 t  （2.1％） 

4 まぐろ類  13 t  （0.0％） 

5 いさき  12 t  （9.4％） 

6 かつお類 4 t （0.0％） 

7 かじき類  3 t  （0.5％） 

8 ぶり類  2 t  （0.2％） 

9 あじ類  1 t  （0.1％） 

10 さば類 1 t （0.0％） 

漁獲量総計 1,468 t  （0.8％） 

※7 河川や湖などで行う漁業（内水面漁業）に対して、海洋で行う漁業。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

各漁港の天草水揚量の推移                       （単位：ｔ） 

 
昭和 

46 年

（1971） 

昭和 

51 年

（1976） 

昭和 

56 年

（1981） 

昭和 

61 年

（1986） 

平成 

3 年

（1991） 

平成 

8 年

（1996） 

平成 

13 年

（2001） 

平成 

18 年

（2006） 

平成 

23 年

（2011） 

平成 

28 年

（2016） 

白浜港 502 110 108 51 53 56 14 16 8 10 

外浦港 74 110 93 47 33 24 19 12 3 6 

須崎港 254 348 118 71 57 60 55 55 26 19 

吉佐美港 2 3 3 1 0.2 0 0 0 0 0 

田牛港 17 5 1 1 0.8 4 1 1 0.5 0 

下田港 31 40 25 12 12 4 0 1 0 0 

合計 880 616 348 183 156 148 89 85 37.5 35 

880

616

348

183 156 148
89 85

37.5 35

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

天草水揚量

天草水揚量の推移 

（ｔ） 

平成 28 年（2016）海面漁業※7の魚種別漁

獲量（うち上位 10 種）と静岡県内シェア 

 

漁港位置 

海面漁業の 

漁獲量 

1,468ｔ 

平成 28 年（2016） 

海面漁業の魚種別漁獲量の内訳割合 

（資料：農林水産省 海面漁業生産統計調査 

平成 28 年市町村別データ） 

（資料：伊豆漁業協同組合統計書） 
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②商業 

平成 26 年（2014）の卸売・小売業の商店数は 439 件、従業者数は 2,032 人、

年間販売額は 388 億 9 千万円であり、従業者数については平成 16 年（2004）

から平成 19 年（2007）にかけて横ばいであったが、全体的には減少傾向が続

いている。 

 

 

 

 

➂観光 

下田市の観光は、昭和初期に川端
かわばた

康
やす

成
なり

の『伊豆の踊子』などの小説の舞台

となり注目され、その後、現東海汽船の客船就航や伊豆循環道路東海岸線の

開通などにより多くの観光客が訪れるようになり、昭和 36 年（1961）の伊豆

急行開通以降、観光客が急増し観光産業が盛んになった。 

昭和 49 年（1974）以降、群発地震の多発や、台風や火山の噴火の影響など

もあり、観光客が減少している。 

そのような状況の中で、平成 29 年（2017）７月には、東急電鉄と伊豆急行

による新観光列車「THE
ザ

 ROYAL
ロ イ ヤ ル

 EXPRESS
エクスプレス

」が横浜～伊豆急下田で運行を開始し

ている。 

  

890.7
763.1 705.3 777.2

598.3 563.8 545.8
388.9

809 

707 717 725 
673 636 

593 

439 

3,430 3,421 3,396 
3,262 3,241 

2,830 2,837 

2,032 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

年間販売額（億円）

商店数（件）

従業者数（人）

（件、億円） （人） 

卸売・小売業の推移 
（資料：各年度下田市統計書） 
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3,708 

3,285 
3,419 

2,944 

2,380 

2,813 2,909 
2,749 

2,313 2,224 
2,078 

1,617 

2,028 1,947 

959 972 
1,195 

866 764 784 
962 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

観光交流客数※8

観光レクリエーショ

ン客数※9

宿泊客数

52,363

73,496

53,645

105,197

193,300

76,716

54,749 52,488
58,737

70,157 76,495

94,763

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別宿

泊客数

平成 28 年度（2016）の観光交流客数※8は 290 万９千人であり、うち宿泊客

数は 96 万２千人（33％）となっている。平成 23 年度（2011）は、東日本大

震災による影響により、観光交流客数は 238 万人まで減少した。 

宿泊客数は夏季が多く、７～８月の２か月間で全体の 1/3 を占めている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※8 観光交流客数は、市内の各地域を訪れた人の延べ人数とし、宿泊客数及び観光レクリエーション

客数を合計したもの。 

※9 観光レクリエーション客数は、観光施設（地点）、スポーツレクリエーション施設、行祭事及び

イベント等への入場者・参加者等を集計したものであり、年間の入込客数が１千人以上のものが

対象となる。  

（千人） 

観光交流客数の推移 

平成 28 年度（2016）月別宿泊客数 

数 

（人） 

（資料：平成 28 年度静岡県観光交流の動向） 
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下田市は年間を通して多様な祭事・イベントがあり、特に水仙まつり、黒
くろ

船
ふね

祭
さい

、あじさい祭、下田太鼓祭りは、市内外から多くの人が訪れている。 

 

下田市の祭事・イベント行事と来訪者数 

開催期間 行事名 開催場所 
平成 28 年度 

来訪者数（人） 

１月 12 月～２月 10 日 水仙まつり 爪木崎 200,000 

２月 11 日 鬼射祭 高根白山神社 未集計 

３月 中旬～４月上旬 蓮台寺しだれ桃の里祭り 蓮台寺地区 未集計 

 27 日 お吉祭り 
お吉ヶ淵と 
宝福寺 

400 

５月 
第３土曜日を含

む金～日 
黒船祭 下田港周辺 201,000 

６月 １日～30 日 あじさい祭 下田公園 136,300 

 １日～30 日 下田きんめ祭り 市内各所 未集計 

７月 中旬 海開き 
下田市内の 
海水浴場 

826,138 
※平成 28 年度 

の海水浴客 

 中旬 国際カジキ釣り大会 
下田港を基地
とする近海 

1,800 

 中旬 白浜海の祭典・花火大会 白浜大浜海岸 15,000 

８月 14、15 日 下田太鼓祭 旧下田町 150,000 

10 月 
９月 20 日～ 

12 月 20 日 
伊勢えびまつり 市内各所 未集計 

 29 日 三番叟 白濱神社 未集計 

 
20 日～ 

11 月末日 
柿・みかん狩り 大賀茂地区 300 

12 月 中旬～１月中旬 アロエの花まつり 白浜 1,859 
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下田市の観光資源 

ペリーロード 下田公園 あじさい祭 白浜大浜海水浴場 

爪木崎灯台 蓮台寺しだれ桃の里祭り 伊豆クルーズ 
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３ 歴史的環境 

（１）歴史 

①下田のあけぼの 

ア 縄文・弥生時代 

下田市で現在発見されている最も古

い遺跡は、須
す

崎
ざき

の爪
つめ

木
き

崎
ざき

遺跡や、田牛
と う じ

の

上
うえ

の原
はら

遺跡で代表される、縄文時代早期

の土器を出土する遺跡で、いまからおよ

そ 7,000 年前のものである。この時期の

遺跡は海岸沿いにある階段状の台地に

存在する例が多く、おそらく当時の人々

の生活は、山地で狩猟を行う一方、それ

を補うため、海の魚介類を食糧として採取していたと考えられる。 

縄文時代の前期から中期（およそ 5,000 年前）になると、気候の温暖化に

よって海水面が上昇し、海岸線は現在よりもっと陸地の奥に入り込み、人々

の住む集落もこれに伴い山側に移動したと考えられる。遺跡数は増え、吉
き

佐
さ

美
み

の田
た

京
きょう

山
やま

台地、柿崎の上
うえ

の山
やま

台地、河
こ

内
うち

の湯
ゆ

原
ばら

や稲梓
いなずさ

の宮前
みやのまえ

のような山麓に、

大きな集落が存在し

ていたものと考えら

れる。 

狩猟や漁撈
ぎょろう

の道具

が発達し、落葉広葉樹

林が広がったことで

食物資源が増大し、

人々の生活が次第に

安定したことから、中

期は人口も集落規模

も拡大した。 

中期を過ぎて、後期

から晩期の時期にな

ると気候が寒冷化し

はじめ、貴重な食物資

源である木の実など

爪木崎遺跡出土の土器（縄文早期） 

縄文時代主要遺跡分布図 
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の不作が続き、人口の増加に伴って食糧が不足した。縄文社会は停滞し、人

口の減少と遺跡数の減少をもたらした。下田においても、この期の土器を出

土する遺跡は激減している。 

紀元前３世紀頃、この縄文社会の停滞を打ち破る新しい生活様式である農

耕が大陸から伝わり、日本各地に水稲耕作が広まっていった。これが弥生時

代のはじまりである。しかし、下田には弥生時代の遺跡がほとんど発見され

ない。その原因として、稲をつくるのに都合のよい広い平らな土地がなかっ

たことが考えられている。 

イ 古墳時代 

やがて４世紀以降、土木技術や鉄製

農耕具が発達した。それにより古墳時

代に入ると、耕せる土地が広がり、下

田でも再び人々の生活が活性化した。 

この時代の人々が使用した、土
は

師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

とよばれる土器が、各所で発

見されており、この時代の代表的な集

落遺跡が、吉佐美の広
ひろ

畑
はた

遺跡である。

昭和 33 年（1958）に実施された発掘 

によって、壺・

甕
かめ

・坏
つき

・高
たか

坏
つき

等多

数の土器が発見

され、当時この周

辺に大きな集落

が営まれていた

ことがわかって

いる。その他、大
おお

賀
が

茂
も

周辺や白浜

の長
なが

田
た

一帯にも

遺跡が集中して

おり、当時これら

の地域が生活の

中心であったこ

とがうかがえる。  

広畑遺跡出土の土師器 

土師器・須恵器出土遺跡分布図 
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一方、古墳時代といえば、全国各地で大きな

塚をもった古墳がつくられたことが特色である

が、下田市を含め南伊豆一帯ではいまだ発見さ

れていない。しかし、了
りょう

仙
せん

寺
じ

本堂裏に洞窟遺跡

のような墓が存在し、他の地域とは異なった様

子が見られる。そこからは人骨に加え勾玉
まがたま

、ガ

ラス玉、金銅製の腕輪や耳飾り、土師器や須恵

器など多数の遺物が出土しており、下田湾沿岸

地域を支配していた船
ふな

人
びと

集
しゅう

団
だん

の首長の墓と考

えられている。 

また、古墳時代から奈良・平安期に

かけての伊豆では、神を祭る祭
さい

祀
し

が盛

んであったらしく、神々を祭った跡

（祭祀遺跡）がたくさんある。市内に

は５つの遺跡があり、岬や小島、丘陵

など、集落や人々の生活の場とは異な

る特殊な場所に立地していることも

大きな特色である。三
み

穂
ほ

ヶ崎
さき

と呼ばれ

る小さな岬の先端付近の岩場からは、

勾玉・丸玉・臼
うす

玉
だま

等石製の玉類が多数

発見された。 

この時代の人々は、立派な建物のあ

るお宮ではなく、小さな 祠
ほこら

や、石や

岩などを積み上げたものを、神のやし

ろ（神が天からおりてくるところ）と

して祭っていたようである。下田市内

には白
しら

濱
はま

神社など、島からやってきた

神を祭った古い神社がある。白濱神社

の社寺内、火
ひ

達山
たちやま

と呼ばれる付近から、

平安期と推定される祭祀用の土師器 

が多数発見されている。現在でも、毎年火達祭といって海岸で火を焚き、海

島に鎮座する神を招く神事が行われている。古代の祭祀場がそのまま後世の

神社へと発展した典型的な例といえるであろう。  

白濱神社の火達祭 

三穂ヶ崎遺跡出土の石製玉類 

了仙寺洞窟遺跡 
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②古代 －伊
い

豆
ずの

国
くに

のはじまり－ 

歴史上、伊豆の名が最初に現れるのは『日本

書紀』応神天皇５年（274）10 月、同 31 年（300）

8 月条に記された枯野
か ら の

伝説である。伊豆国に命

じて船を造らせたところ、その船は軽く浮かび

速く走ったので「軽
かる

野
の

」といい、のちに転じて

「枯野」となり、狩
か

野
の

川や狩
か

野
の

山（天
あま

城
ぎ

山
さん

）の

語源となったという伝承がある。おそらく、倭

の五王の時代に、伊豆は東国への海上交通の要

地として、またその優れた航海術と造船技術に

よって王権と深く結びついていたと考えられ

る。 

伊豆が一国として独立するのは、天武天皇９

年（680）のことで、『扶
ふ

桑
そう

略
りゃく

記
き

』に「天武天

皇九年庚申七月…駿河の二郡を別けて伊豆国

と為す」とある。それまでは、大化改新
たいかのかいしん

以降に

成立した珠
す

流
る

河
が

国
のくに

造
みやつこ

の支配下に属していた。 

伊豆国が、遠江
とおとうみ

・駿河両国の３分

の１以下の小国でありながら一国と

されたのは、『日本書記』に伊豆島へ

罪人が流されたという記述が見られ

るように、流刑の国に定められたこと

によると考えらえる。 

大宝元年（701）大宝律令が完成す

ると、伊豆国には田方
た が た

・那賀
な か

・賀茂
か も

の

３郡が置かれた。奈良時代の賀茂郡内

には、賀茂・月
つき

間
ま

・川津・三島（伊豆

七島）・大
おお

社
やしろ

の５郷に分かれていた。

下田市域は、賀茂・月間の一部と、大

社郷にあたる。大社郷は、下田白浜を

中心に、稲梓・稲生沢・浜崎・下田地

区を含む、下田市域の大半を占めてい

たと考えられる。 

 伊豆国の古代郡郷図（10 世紀頃） 

日本書紀応神天皇 31 年 8 月条 
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郡には郡
ぐう

家
け

が置かれ、賀茂郡の郡家は、南伊豆町下賀茂にあったといわれ、

市内大賀茂から下賀茂にかけてが、当時の政治的中心であったと推定される。 

伊豆はまた火の国でもあった。富士火山帯の活動で噴火が多く、人々はこ

れを神のたたりと考えていた。なかでも、三嶋大明神は伊豆の主神と考えら

れ、 后
きさき

の神・伊
い

古
こ

奈
な

比
ひ

咩
め

命
のみこと

とともに崇
あが

められた。この二神は、元は三宅島

に鎮座していたといわれ、奈良時代には既に白浜の地に移されていた。賀茂

郡大社郷の名は三嶋大明神とその后の神を祭る社の所在に由来するものであ

った。 

古代の伊豆を特徴づけるものに伊豆のト
うら

部
べ

がある。卜部は、卜占
ぼくせん

（占い）

によって神祇官
じ ん ぎ か ん

に仕えたもので、律令制下の三国の卜部とは、伊豆、壱岐
い き

、対馬
つ し ま

の卜部をいう。伊豆の卜部は亀
き

卜
ぼく

※10に長けており、その技術は彼らの航海術

と結びついて発達したものと考えられている。 

古代南伊豆の特産品には堅魚
か つ を

があり、堅魚節や煎汁
い ろ り

（煮汁）が 調
ちょう

（朝廷へ

の貢物
みつぎもの

）として納められていたことが、平城宮跡から出土した荷札の木簡
もっかん

か

ら明らかにされている。 

平安中期になると、海浜の砂鉄を原料とする製鉄が盛んに行われるように

なり、下田市内の製鉄遺跡は、金
かな

山
やま

遺跡のほか、田牛の金
かな

草
くさ

原
はら

遺跡、白浜の原
はら

田
だ

遺跡、同長
なが

田
た

タタラド遺跡が知られている。 

さらに、この頃には仏教文化も花開き、田牛の 長
ちょう

谷
こく

寺
じ

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

はそ

の代表的な作例である。 

※10 亀の甲を焼き、その生じた割れ目の模様で吉凶を判断した古代の占い。 

➂中世 －下田村の誕生と戦国時代－ 

治承４年（1180）の源頼朝の挙兵から、天正 18 年（1590）の下田城の開城・

後
ご

北
ほう

条
じょう

氏の滅亡までのおよそ 400 年間が伊豆の中世となる。源頼
より

政
まさ

が伊豆を

知
ち

行
ぎょう

国
こく

として支配し、その子仲
なか

綱
つな

が伊豆国
こく

司
し

に任命されていることから、南

伊豆の地と源氏との縁も生まれた。頼政の側室である菖蒲
あ や め

御
の

前
まえ

の墓の存在や

数々の頼朝伝説もその縁を語っている。 

挙兵後、頼朝の出した最初の 下
くだし

文
ぶみ

が蒲谷
かばやの

御厨
みくりや

（田牛周辺）の住民に宛てら

れたことや、源平の争乱の最中に鯉
こい

名
な

や妻
め

良
ら

（南伊豆町内）の港が登場する

ことなど南伊豆の地の重さがうかがわれる。 

しかし、幾重にも連なる山脈にさえぎられた南伊豆の地では優良な武士団

の形成が進まなかった。鎌倉時代を通じて、執権となった北条氏一族が守護

となり、伊豆はその支配下に入った。  
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南北朝動乱期、伊豆は北朝方が優勢を占め、室町期は鎌倉府の支配下に入

った。この時期から次第に市内の地名や土
ど

豪
ごう

（その土地の豪族）の存在が明

らかになってくる。建武元年（1334）の河
こ

内
うち

重
じゅう

福
ふく

院
いん

宝篋印塔
ほうきょういんとう

に刻まれた大
だい

檀
だん

那
な

沙
しゃ

弥
み

智
ち

道
どう

をはじめとして、田牛・下田・横川・相
あい

玉
たま

・落合・白浜等ほとん

どの村落の名が小土豪とともに文献上に現れてくる。集落の形成がもっとも

進んだ時期である。 

下田村の集落の成立期については、南北

朝・室町初期の 14 世紀が下田村の成立時

期と推定される。「下田村若宮」と刻まれ

た鰐
わに

口
ぐち

が下田八幡神社に保存されており、

応永６年（1399）との年号の刻銘
こくめい

もあるこ

とから、八幡神社を祭祀する集落の発展が

ようやくこの時期にみられるようになっ

たと考えられる。 

伊豆の戦国時代は、延徳３年（1491）、

北条
ほうじょう

早
そう

雲
うん

が伊豆国に攻め込み、深
ふか

根
ね

城（堀

之内）を取り囲んだことにはじまり、これ

以後およそ 100年間後北条氏の支配下に置

かれた。 

深根城は関
せき

戸
ど

播
はり

磨
まの

守
かみ

信
のぶ

吉
よし

の城である。北

条早雲が足
あし

利
かが

茶
ちゃ

々
ちゃ

丸
まる

を討伐した際に、関戸

播磨守信吉は茶々丸を伴って深根城に籠

ったが、城の中にいた人は一人残らず殺さ

れたと言われている。 

こうして、伊豆国は戦国大名後北条氏の領地になり、南伊豆の小世界に勢

力を張っていた小土豪たちは後北条氏の軍事組織に組み込まれていった。 

やがて、後北条氏は、清水
し み ず

康
やす

英
ひで

を下田城の城将にして、天正 18 年（1590）、

豊臣の水軍が小田原に攻め込むのを防ごう 

とした。15,000 人を超える豊臣方に対し、

清水氏はわずか 500人ほどの軍勢であった

が、50 日間も城を守り続け、最後は話し合

いにより豊臣方に城を明け渡した。下田開

城・後北条氏の滅亡をもって伊豆の戦国時

代は終わる。  

鰐口（下田八幡神社保存） 

足利茶々丸の墓 

下田城（模型） 
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下田番所宛通船手形 

④近世 －町方・村方・浦方の形成－ 

下田市域の近世支配は、戦国大名後北条氏が滅亡し、徳川家康が江戸に入

部した天正 18 年（1590）より始まる。下田の大部分が徳川家康の家来の戸田
と だ

忠次
ただつぐ

によって治められることになり、後に幕府直轄領三島代官所支配地とな

り、一部下田奉行所支配もあった。近世中期になると、次第に旗本領や大名

領（小田原藩大久保氏、掛川藩太田氏、沼津藩水野氏）が増加し、中には相給
あいきゅう

といって複数の領主によって支配されることも珍しくはなかった。 

そのようななかで下田市域は、それぞれの特徴をもつ町方・村方・浦方の

三つの地域が形成されていく。 

町方 

まちとしての下田町は、天正 18 年（1590）領主となった戸田忠次によりそ

の原形がつくられるが、戸田氏は間もなく三
み

河
かわ

に移封されたため、下田町の

発展の基礎は、下田奉行と御番所の設置にあると考えられる。 

江戸時代の船は帆船
はんせん

（風を受けて推進力とする船）であったため、風向き

が悪いと途中の港に入って風待ちをしなくて

はならなかった。下田港は江戸に出入りする

船にとって大変よい風待港であった。やがて、

年
ねん

貢
ぐ

米や特産品を運ぶために、江戸と大阪の

間を廻船
かいせん

（旅客や貨物を運ぶ船）が通うよう

になった。下田港は、江戸の政治的経済的発

展に伴い、盛んになってきた海上交通の要地

として注目され、下田奉行が設置された。 

元和２年（1616）、今
いま

村
むら

彦
ひこ

兵
べ

衛
え

が下田奉行に

任命され、須崎に遠
とお

見
み

番所を置いて、下田港

に出入りする船の見張りをした。元和９年

（1623）になると、名前も 船 改
ふなあらため

番所（御番

所）に変わり、江戸に出入りする船は、必ず

下田港に入り、御番所の調べを受けるようになった。日本各地の経済の発達

につれて、下田港に出入りする船は、１年間に 3,000艘
そう

ぐらいまで増え、町は

大変にぎわった。 

下田町は下田奉行と、奉行の下で船改めを行う廻
かい

船
せん

問
どん

屋
や

、町政を担当する

町役人などによって運営された。なかでも二代目奉行今
いま

村
むら

伝
でん

四
し

郎
ろう

正
まさ

長
なが

の武
たけ

ガ

浜
はま

浪
なみ

除
よ

けの築造や町役人の平
ひら

井
い

平
へい

次
じ

郎
ろう

による『下田年中行事（1974 年）』（江

戸時代後期の町政伝承を記録した史料）の編纂などが功績として大きい。 
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享保６年（1721）、下田港の入り口が狭く、風や波が強いときは船の出入り

が危険であるとして、御番所は浦
うら

賀
が

（神奈川県）に移されることになった。 

御番所が置かれてから、およそ 100 年間栄えてきた下田町は、御番所が移

されてから、かつての勢いがなくなり平穏な風待ち港となった。しかし、な

お、風待ちのために出入りする船があったため、浦方御用所が置かれ、海の

交通安全の仕事は続けられた。 

村方 

村方は、稲作農業を中心として、麦・粟
あわ

・稗
ひえ

・いも類などの畑作、そして

現金収入を得るための「農
のう

間
かん

渡
と

世
せい

」（農民が耕作の合間に行う賃稼ぎや営業）

が必要であった。それらは専ら山稼ぎに依存しており、木炭を中
なか

之
の

瀬
せ

（稲生

沢立
たち

野
の

）に運び出して換金したり、薪を下田に運搬して塩や魚と交換したり

した。元治元年（1864）下田港から積み出された木炭はおよそ 8,000 俵、堅
かた

木
ぎ

薪 1,860把
わ

、雑
ぞう

木
き

薪 3,100 把であった。このように重要な役割を担う山である

から、共同の権利が錯綜
さくそう

する入
いり

会
あい

地
ち

（村や部落などの村落共同体で所有した

土地で、薪炭・用材・肥料用の落葉を採取した山林）では、しばしば村落間

で利害の対立による争いが発生した。 

また、木炭や薪を運び出すのに当時の村道は通行が困難であったため、艜
ひらだ

（内水面を航行する船）の運搬が非常に便利だった。稲生沢川と大沢川の合

流する地点にある立野村の中之瀬は、稲生沢川上流の山間部と下田港を結ぶ

中継地として絶好の場所にあったため、もとは川岸寄りの洲に過ぎなかった

所に小さな商店街が形成されるなど発展した。 

浦方 

浦方は、漁業を生業としていたが、天草漁や 蚫
あわび

漁なども盛んになり特産物

となっていった。また、海岸近くを中心に伊豆石が切り出され、江戸に運ば

れていった。 

村方の入会争論に対して浦方では漁場争いや海岸の境界争いがしばしば発

生した。江戸と大阪を結ぶ海上交通の要衝である伊豆の海岸には、しばしば

難破船が漂着し、その人命救助や積荷の陸揚げなどの処理に報奨金が支払わ

れたことから、村や漁民の利益となっていた。そのため、海岸の領有は磯物

等の権利とも絡んで重要な問題であり、下田湾に打ち上げられた難破船の処

理をめぐって下田町・柿崎村と須崎村が争ったこともあった。 

 

町方・村方・浦方の三つの地域は、時代とともに相互につながりを深めな

がら、地域外との交流も盛んになっていった。 
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⑤近代の夜明け －日本開国の舞台となった下田－ 

江戸時代の後半になると、海外に進出したヨーロッパの強国やアメリカ合

衆国の勢力がアジアまで延び、日本の近海にも外国船がたびたび現れるよう

になった。寛政５年（1793）の老中松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の海
かい

防
ぼう

見
けん

分
ぶん

（外国軍の侵攻に対

する海岸防備の視察）から、御台場の築造、そしてペリー来航により下田が

開港場となり、横浜開港によって閉鎖されるまでの間が下田の幕末である。 

松平定信は海防強化のため伊豆を巡視し、これを受けて御台場の設置の計

画がされたが完成しなかった。天保 13 年（1842）下田奉行が復活し、翌年州
す

佐里
さ り

崎（須崎）・狼煙
の ろ し

崎（鍋田浜と吉佐美の間にある岬）にようやく大砲が設

置され、御台場が完成したが、一年で廃止となった。同じ年、沼津藩は伊豆

東海岸４か所（白浜三
み

穂
ほ

ヶ崎ほか）に御台場を完成させ、ペリー来航時まで

異国船接近の度に警備を強化した。 

嘉永７年（1854）のペリーの再来航、

そして日米和親条約の締結により下田

開港が決まると、ペリー艦隊が次々と

下田に入港してきた。下田が日本外交

の中心舞台として、もっとも脚光を浴

びた時代となる。 

開港場となった下田の町では入港し

てくる外国船に薪・水・食料・石炭な 

ど欠乏品を供給するための拠点（欠乏所）や異人のための休息所さらには洗

濯場などが設けられ、開港場の体制が整えられていった。ペリーは了仙寺で

日米和親条約付録下田条約を結ぶと帰国するが、この間、下田奉行が再度設

置され、異人との応接、欠乏品の供給など多忙を極めた。 

ペリーが下田を去った４か月後、ロ

シア使節プチャーチンの乗ったディア

ナ号が来航した。 

第１回目の日露交渉が福泉寺で開か

れ、第２回目の日露交渉を約束して別

れた翌日、突如大地震と津波が下田を

襲った。下田の町は壊滅状態となり、

停泊していたディアナ号も大破した。

ロシア側は自国の船員が死亡するなど

の惨状のなか、見舞いに医師を同行さ 

ペリー一行の上陸 

津波に荒れ狂う下田港 
（モイジャイスキー画） 
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せ、傷病者の手当ての協力を申し出たことから、応接係をしていた村垣
むらがき

範
のり

正
まさ

（幕末期の外交官）は、その厚意にいたく感服したと伝えられている。 

ディアナ号は修理港となった戸田
へ だ

（沼津市内）へ向かったが、激しい波風

に押し流されて沈没した。そのような不運にもかかわらず、安政元年（1854）

に 長
ちょう

楽
らく

寺
じ

で日露和親条約の調印を実現した。この条約の中で、初めて日本と

ロシアの国境についての取り決めもされた。昭和 56 年（1981）に、日露和親

条約の歴史的な意義を確認し、領土の返還を求める日として、条約の結ばれ

た２月７日を「北方領土の日」とすることが政府により定められた。 

安政３年（1856）ハリスがアメリカの日本総領事として下田に着任し、柿

崎玉泉寺を領事館とした。その間にハリスと通訳ヒュースケンの仕
し

女
じょ

として

お吉やお福が 玉
ぎょく

泉
せん

寺
じ

へ通うことになった。安政４年（1857）、天城を越えて

江戸へ出たハリスは通商条約の締結を迫り、同５年（1858）条約の締結調印

にこぎつけた。この時期から日本の歴史は激動の時代へと突入していくが、

横浜開港に伴い下田開港場は閉鎖、下田奉行所も廃止となり、下田の町はも

との港町へと戻っていった。 

 

⑥近代 －近代産業の波と町の発展－ 

明治になると、大名や幕府が治めていた土地や人は、全て国が治めること

になり、これまでの藩をなくし県がつくられた。伊豆国は、明治元年（1868）

韮山
にらやま

県となり、明治４年（1871）の廃藩置県により相模
さ が み

国の一部とともに足柄
あしがら

県となり、明治９年（1876）に相模と分離して静岡県となった。明治 22年（1889）

の町村制施行により下田町、稲梓村、稲生沢村、浜崎村、朝日村が成立した

が、明治 29 年（1896）浜崎村から白浜村が分離し、６カ町村となった。 

農村部では稲作や麦作の間に薪を切り、炭を焼くという形が続いていた。

海岸部では天草や魚貝類の採取を中心とした漁
ぎょ

撈
ろう

作業と田畑耕作を組み合わ

せる形態が保たれていた。さらに現金収入を求めて、養蚕
ようさん

に従事し、酪農を

取り入れるなど、時々の経済に柔軟に対応していった。市街地は周辺との密

接な結びつきの中で、物資の集散地として、商工業機能を担っていった。ま

た、官公署の出先機関も集中し、南伊豆の行政・商業・交通の要衝としての

役割を高めていった。 

明治 20 年代以降、近代産業が展開し、明治 21 年（1888）下田銀行の開業、

明治 31 年（1898）下田船渠
せんきょ

（通称下田ドック）の設立、明治 41 年（1908）

河津水力発電の創立などがみられた。交通面では明治 28 年（1895）天城トン

ネルが開通、大正５年（1916）下田自動車が営業を開始した。 
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また、明治の末から大正初期にかけて、当時の好況を背景に、蓮
れん

台
だい

寺
じ

、河
こ

内
うち

の温泉場は大変にぎわっていた。下田町にも温泉が自噴していたが、熱い温

泉が欲しいという願望を込めて、町の有力者たちにより稲生沢村から下田町

に引湯する計画がたてられ、昭和 10 年（1935）に初めて念願の温泉が下田町

に到着した。 

昭和２年（1927）の金融恐慌、昭和４年（1929）の世界恐慌の中、不況脱

出に下田の人たちが活路を見出したのが観光であった。美しく変化に富んだ

自然、豊富な温泉、幕末開港の歴史を秘めた港町、素朴な人情などを観光の

資源として活用し、観光地化を推し進めた。昭和８年（1933）に伊豆循環道 

路東海岸線（伊東－下田線）が

開通し、この時期東京湾汽船に

よる東京－大島－下田航路も始

まった。 

昭和９年（1934）に第１回黒
くろ

船
ふね

祭
さい

が始まり、順調に進むかに見

えたが、第二次世界大戦（1939

～1945）によりこの歩みは中断

された。 

 

⑦現代 －伊豆急行線開通による観光都市への発展－ 

第二次世界大戦後は、日本国憲法のもとで地方分権の強化と地方行政の民

主化が推進された。昭和 28 年（1953）10 月に施行された町村合併促進法によ

り、全国的な町村合併の気運が高まっていき、昭和 30 年（1955）に６か町村

が合併し、新しい下田町が成立した。昭和 32 年（1957）には新しい町役場も

東本郷の地に完成した。 

下田が観光を中心とする都市

へと大きく転換するのは、昭和

36 年（1961）の伊豆急行線開通

によってである。伊豆急下田駅

周辺は、初めての電車を見よう

とする人々であふれ、祝賀パレ

ード・花火大会・提灯行列等で

祝い喜んだ。 

また、鉄道とあいまって、縄
なわ

地
じ

 

黒船祭・弁天に上陸する米水兵 

伊豆急行線の開通でにぎわう駅周辺 



第１章 下田市の歴史的風致形成の背景  

43 

 

有料道路（国道 135 号）の開通もモータリゼーションの進行に合致し、大量の

自動車の流入をもたらし、観光客の激増を呼んだ。観光客は、昭和 36 年（1961）

の 139 万人から昭和 37 年（1962）は 267 万人と急増し、さらに増え続け、昭和

42 年（1967）の 539 万人から昭和 43 年（1968）は 700 万人を超えた。観光施

設が整備され、海岸部では民宿が主産業になり、伝統的な産業形態は一変した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 45 年（1970）地方自治法の改正に伴い市制成立の要件が緩和され、昭

和 46 年（1971）に下田市が誕生した。同年 11 月５日には須崎に御用邸が完

成し、下田市民にとって昭和 46 年（1971）は画期的な年であった。 

昭和 49 年（1974）５月９日の伊豆半島沖地震で被害を受け、これ以後も南

伊豆は地震や水害などの自然災害に見舞われ、南伊豆の観光産業は大打撃を

受けた。こうした南伊豆の暗いイメージを払拭したのが、昭和 54 年（1979）

のアメリカ大統領ジミー・カーターの下田訪問であった。東京サミット（先

進国首脳会議）に出席する際に下田に立ち寄るというものであって、短い滞

在であったが、下田にとっては黒船来航以来の歴史的一日となった。 

昭和 62 年（1987）には下田船渠※11（通称下田ドック）が解散した。同年、

観光客は 626 万人をピークに、再び減少傾向に転じ、平成 10 年（1998）に 500

万人を切り、その後も減少傾向が続き、金融危機や東日本大震災などの影響

もあり、平成 21 年（2009）以降は、300 万人を下回っている。 

※11 下田船渠は下田を代表する造船会社。創業 90 年以上の地域の中核企業の解散は第 111 回国会

の参議院運輸委員会でも取り上げられた。 
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⑧現代 －歴史まちづくりへの取組－ 

観光地としての下田は、自然資源を中心とした取組が盛んに行われ、それ

によって近代化が進み市街地が発展する一方で、歴史的なまちなみが急速に

失われていった。 

そうしたなか、昭和 60 年代に入ると、地方文化及び地域的遺産を象徴する

歴史的建造物、その他なまこ壁の保存を目的に、なまこ壁と伊豆石の現存状

況に関する調査が実施され、歴史的建造物保存条例が制定されると、12 件が

歴史的建造物として選定された。 

また、平
ひら

滑
なめ

川
がわ

沿いのかつての花
か

柳
りゅう

界
かい

があった地区を核に「平滑川を良くす

る会」が発足し、地域空間の質的見直しが始まった。修景整備が進められ、「平

滑川通り」から「ペリーロード」に名称変更し、平成６年（1994）に第７回

静岡県都市景観賞で最優秀賞（静岡県知事賞）を受賞した。 

平成 21 年（2009）には、下田市景観計画の策定に併せて下田市景観まちづ

くり条例が制定され、景観や地域文化などを対象に地域を象徴するものを市

民から募集し、下田まち遺産として認定を行っている。 

  

https://www.weblio.jp/content/1994%E5%B9%B4
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＜コラム４ なまこ壁のまちなみの成立＞ 

なまこ壁や伊豆石は、下田らしさを象徴する景観となっている。下田市域

には、なまこ壁を用いた歴史的建造物が多く残っており、特に旧下田町内に

集積している。なまこ壁は、建物の壁面に平瓦を並べて貼り、目地と呼ばれ

る継ぎ目に、漆喰をかまぼこ型に盛り上げて塗る左官工法であり、その形が

海にいる「なまこ」に似ていることから、その名が付けられたという。風雨

に強く、防火、保温にも優れ、江戸時代以降普及し、かつては伊豆各地で多

く見られた。 

下田のまちなみについて、『ペリー艦隊日

本遠征記』では「店舗と住居の建築はそま

つなもので大部分は草
くさ

葺
ぶき

の小屋にすぎな

い。」と評されており、上流階級の家屋の

一部においてなまこ壁と思われる漆喰の

利用が見られるものの、下田全体としては

草葺屋根が多かったとされる。 

下田は文化年間（1804～1818）に４度の 

火災、安政元年（1854）に安政東海地震と津波に見舞われ、市街地のほとん

どが壊滅した。開港した直後の 11 月に大津波の被害を受けたため、幕府に

よる復興資金貸付を用いて、短期間で復興がなされ、安政２年（1855）には

一通りの再建を終えた。 

災害からの復興を契機に、なまこ壁が防災特性に優れた外壁材として認知

され、一般家屋にも利用されるようになり、なまこ壁建造物が連なるまちな

みが形成されたと言われている。また、地場産業として石材・石造りの技術

があったことも、なまこ壁のまちなみが形成された理由として挙げられる。 

 

 

 

  

下田八幡神社の図 
（ペリー艦隊日本遠征記） 

左側「鈴木邸」、右側「雑
さい

忠
ちゅう

」 伊豆石の塀となまこ壁の建物 

https://3.bp.blogspot.com/-WannEoyKSO0/V0O2r5h-FKI/AAAAAAABeNI/Gll120DN1jMclEOlNu1uul8Mt-lS8XCygCLcB/s1600/haine.jpg
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下田の歴史年表 

年代 西暦 事項 

天武 

天皇９ 
６８０ 駿河、遠江、伊豆の三国ができる。（現在の静岡県） 

大宝１ ７０１ 伊豆に田方・那賀・賀茂の３郡が置かれる。 

嘉禄１ １２２５ 白濱神社に若宮御正体が奉納される。 

応永６ １３９９ 下田八幡神社に、鰐口奉納される。（下田村の初見） 

延徳３ １４９１ 北条早雲が深根城を取り囲んだ。 

天正１６ １５８８ 後北条氏、豊臣方水軍の東征に備えて下田城を築く。 

天正１８ １５９０ ３月上旬豊臣方水軍、下田城へ押し寄せる。 

  ４月下旬下田開城、城将清水康英は河津林際寺へ身を寄せる。 

  ７月 小田原開城、後北条氏滅亡、秀吉の天下になる。 

  ８月 家康旗下、戸田忠次、下田五千石の領主となる。 

慶長１１ １６０６ 大久保石見守長安が伊豆の金山奉行となる。 

元和元 １６１５ 家康、大坂夏の陣に備え今村伝四郎に下田警備を命ずる。 

元和２ １６１６ 初代下田奉行今村彦兵衛、須崎に遠見番所を置く。 

元和９ １６２３ 大浦に遠見番所が移る。 

寛永１２ １６３５ 今村伝四郎正長、了仙寺創建。 

寛永１３ １６３６ 大浦の御番所を改築し船改番所とし、上下の廻船を検問する。 

正保２ １６４５ 今村伝四郎正長、武ガ浜浪除けを普請。 

享保６ １７２１ ２月 御番所が浦賀に移り、下田奉行が廃止。 

寛政５ １７９３ ３月 松平定信、伊豆海防見分、谷文晁『公余探勝図』。 

天保１３ １８４２ １２月 下田奉行復活、初代小笠原加賀守。 

天保１４ １８４３ ４月 幕府は州佐里崎・狼煙崎、沼津藩は三穂ヶ崎に御台場築造。 

  ９月 下田町書役、平井平次郎『下田年中行事』８７巻完成。 

弘化元 １８４４ ２月 下田奉行は、二代土岐丹波守をもって廃止。 

嘉永６ １８５３ ６月３日 ペリー、浦賀に来航。 

  ７月１８日 プチャーチン、長崎に来航。 

嘉永７ １８５４ １月１２日 ペリー、軍艦９隻で浦賀へ再来航。 

  ３月３日 日米和親条約１２ヶ条、神奈川で締結、下田開港。  

  ３月１８日からペリー艦隊７隻、順次下田来航。 

  
３月２２日 下田奉行再々置、初代奉行に都築駿河守、井上信濃守。（宝

福寺、稲田寺が仮奉行所となる。） 

  ３月２４日 ペリー、上陸して了仙寺で饗応を受ける。 

  ３月２７日 吉田松陰「踏海の企て」、柿崎弁天島より漕ぎ出すも失敗。 

  
５月２２日 日米和親条約付録下田条約１３ヶ条を了仙寺で調印、欠乏品

の供給。 

  ６月１日 ペリー、目的を達して下田を去る。 
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年代 西暦 事項 

  １０月１５日 プチャーチン、ディアナ号で下田に入港。 

  １１月３日 第１回日露交渉、福泉寺で行う。 

  １１月４日 大地震・大津波で下田は壊滅状態、ディアナ号大破。 

安政元 １８５４ １１月２７日 「嘉永」から「安政」へと改元。 

  １２月２１日 日露和親条約９ヶ条と付録４ヶ条を長楽寺で締結。 

安政２ １８５５ ３月 プチャーチン、ヘダ号で帰国。 

  １２月 下田奉行所、中村に完成。 

安政３ １８５６ ７月２１日 ハリス、駐日総領事として下田来航。 

  ７月２５日 ハリス、御用所で饗応を受ける。日米双方１１人ずつ列席。 

  
８月５日  ハリス、玉泉寺入り、玉泉寺は日本最初の米国総領事館とな

る。 

安政４ １８５７ ５月２２日 お吉、玉泉寺へ支度金２５両で出仕。 

  ５月２６日 下田協約が締結される。（日米貨幣交換比率改定） 

  １０月７日 ハリス、下田を発ち天城・箱根を越えて江戸へ。 

安政５ １８５８ ６月１９日 日米修好通商条約、ポーハタン号艦上で締結。 

安政６ １８５９ ５月２日 横浜開港、ハリス下田を去り、玉泉寺領事館閉鎖。 

  １２月 下田開港場と奉行所が閉鎖。 

文久２ １８６２ 下岡蓮杖、横浜野毛に写真館を開く。 

明治１ １８６８ 伊豆は韮山県と一部菊間藩などの支配となる。 

明治３ １８７０ １１月 神子元島灯台点灯。 

明治４ １８７１ 伊豆は全て足柄県の管轄となる。 

明治９ １８７６ 足柄県が廃止され、伊豆は静岡県に編入される。 

明治２２ １８８９ 市町村制施行により下田町、稲梓村、稲生沢村、浜崎村、朝日村となる。 

昭和９ １９３４ ４月 開港８０周年記念、第１回黒船祭。 

昭和３０ １９５５ ６か町村が合併し、下田町となる。 

昭和３６ １９６１ １２月 伊豆急行、伊東―下田間開通。 

昭和４６ １９７１ １月 下田市制施行。 

  １１月 須崎御用邸完成。 

昭和４９ １９７４ ５月９日 伊豆半島沖地震で被害を受ける。 

昭和５４ １９７９ ６月 カーター米国大統領、下田でタウンミーティング。 

昭和５６ １９８１ 北方領土返還第 1 回下田集会が開かれる。 

昭和６２ １９８７ 下田船渠（下田ドック）の解散。 

平成３ １９９１ 集中豪雨で稲梓の落合などに大きな被害がでる。 

平成６ １９９４ 第７回静岡県都市景観賞で最優秀賞（静岡県知事賞）を受賞。 

平成１１ １９９９ ベイ・ステージ下田ができる。 

平成１５ ２００３ 
ベイ・ステージ下田が「道の駅」に登録され、道の駅「開国下田みなと」とし

てオープンする。 
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（２）関わりのある人物 

 

下田奉行・今
いま

村
むら

伝
でん

四
し

郎
ろう

正
まさ

長
なが

 

天正 16 年（1588）～承応２年（1653） 

今村伝四郎正長は三河以来の徳川家の旗本であり、寛文 12 年（1672）に三

代将軍徳川家光の命によって第二代下田奉行となった。正長は下田港に自費

で防波堤を造って入港する船の安全を確保し、荒れた山に植林することで下

田湾に入る河の水を浄化し、また了仙寺と八幡神社を創建するなど下田の繁

栄の土台を築いた。その功績は下田の歴史の中でも並ぶものがなく、下田の

小学校の校歌にも歌われている。 

 

中
なか

根
ね

東
とう

里
り

 

元禄７年（1694）～明和２年（1765） 

江戸中期の儒学者。名は 若
じゃく

思
し

、 字
あざな

は敬夫、通称は貞
さだ

右衛
え

門
もん

、東里は号。

父は下田村の農民で医者を兼ねていたが、中根東里は 13 歳で父の死にあい、

禅宗の僧となる。数年後、浄土宗に移り、19 歳で荻
お

生
ぎゅう

徂
そ

徠
らい

（江戸中期の儒学

者）に入門し、その後還
げん

俗
ぞく

※12。しだいに朱子学に傾
けい

倒
とう

し、23 歳で室
むろ

鳩
きゅう

（江

戸中期の儒学者）に師事。さらに陽明学に転向した。著書に『学則』『新瓦
し ん が

』

『東
とう

里
り

遺
い

稿
こう

』などがある。 

※12 一度出家した者がもとの俗人に戻ること。 

 

平
ひら

井
い

平
へい

次
じ

郎
ろう

 

安永３年（1773）～天保 14 年（1843） 

勤続 40 年にも及んだ町役人平井平次郎は、津波で

町の古記録が消失したのを嘆いて、苦心の末、天保

14 年（1843）に下田年中行事 87 巻を完成させた。こ

れにより、往昔の下田の地勢、風俗をはじめとした

寺社縁起、役所への報告、訴訟など詳細に伺い知る

ことができるので、町はその功績に報いるため、没

後 51 年間にわたり供養料を送り、明治 26 年（1893）

にはその 称
しょう

徳
とく

碑
ひ

を八幡神社境内に建立した。 

 

 

平井平次郎 
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マシュー・カルブレイス・ペリー 

寛政６年（1794）～安政５年（1858） 

嘉永７年（1854）３月３日、横浜で日米和親条約

を結んで下田と箱館（現、函館）を開港させたペリ

ーは、嘉永７年（1854）３月から４月までの間に黒

船７隻を下田に集結させた。そして約１か月箱館の

調査に行き、箱館から戻ると条約の交渉を始めた。

嘉永７年（1854）５月 22 日、了仙寺で日米和親条約

付録下田条約 13 か条を結んで目的を果たし、６月に

は下田港を出港した。 

 

エフィム・プチャーチン 

享和３年（1803）～明治 16 年（1883） 

ペリー艦隊が嘉永７年（1854）６月に帰国して４

か月後に、プチャーチンは新鋭船ディアナ号に乗っ

て下田に来航した。第１回日露交渉が嘉永７年（1854）

11 月３日福泉寺にて開かれたが、その翌日、突然大

地震とともに大津波が下田湾を襲い、下田は壊滅状

態になった。ディアナ号は大破し、修理のため戸田

港へ曳
えい

航
こう

中に富士沖に流され戸田に引き返す途中で

沈没した。船を失ったプチャーチンは幕府に代船建

造を願い出て「ヘダ号」の建造を始めると、下田に

戻り長楽寺で同年（1854）12 月 21 日、日露和親条約

を結んだ。 

 

タウンゼント・ハリス 

文化元年（1804）～明治７年（1874） 

安政３年（1856）タウンゼント・ハリスは、玉泉寺に

日本最初のアメリカ領事館を開き、本堂の前の庭に星条

旗を掲げた。安政５年（1858）日米修好通商条約を結び、

横浜を開港させると、安政６年（1859）東京麻布の善福

寺に公使館を設け移ったので、ハリスが下田にいたのは

３年あまりだった。 

ペリー艦隊来航記念碑 

エフィム・プチャーチン 
（東洋文庫蔵） 

タウンゼント・ハリス 
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下岡
しもおか

蓮
れん

杖
じょう

 

文政６年（1823）～大正３年（1914） 

下岡蓮杖は、下田中原町（現在二丁目）に生まれ、

13 歳で江戸へ出て画伯狩野
か の う

董
とう

川
せん

の門に入り、旗本の

家で初めて銀板写真を見て、写真術を志した。安政

３年（1856）ハリス来日の際、通訳ヒュースケンよ

り山中に隠れて写真術を学び、後横浜で米写真師ウ

ンシンの門に入って研究をしたが、両人などが去っ

た後は、山積する困難と戦いながら、ついに独力で

薬液化合に成功した。文久元年（1861）に横浜に写

真館を開業して多くの門弟を導き、我が国の写真術

の元祖となった。また、明治９年（1876）浅草でパ

ノラマ展を催し、我が国のパノラマ開祖となった。 

 

吉
よし

田
だ

松
しょう

陰
いん

 

天保元年（1830）～安政６年（1859） 

天保元年（1830）長州藩士の次男として生まれた。

海外密航を決意し、嘉永７年（1854）日米和親条約

の締結により即時開港された下田に、米国ペリー艦

隊を追ってたどり着く。蓮台寺の蘭医村
むら

山
やま

行
ぎょう

馬
ま

郎
ろう

の

邸に身を寄せ、金
かね

子
こ

重
しげ

輔
のすけ

とともに柿崎弁天島より小

舟でペリーの旗艦
き か ん

ポーハタン号に乗り付け、「万国の

実情を勉強したい」と嘆願したが拒否された。海外

渡航の罪を自首し、江戸伝馬町の獄に送られた。そ

の後、長州へ戻ることを許され、松下村塾を開いた。 

 

唐
とう

人
じん

お吉
きち

 

天保 12 年（1841）～明治 23 年（1890） 

唐人お吉は本名を斎藤きちといい、14 歳で芸妓になり、評判の美人であっ

た。それが奉行所の目に留まることとなり、17 歳の時、玉泉寺駐在のハリス

に看護の名目で下田奉行から派遣された。病気もちの理由でまもなく帰され

たが、当時の世相のもとでは好奇の目をもって見られ、お吉は料理屋、髪結

いなどをして生計を立てたものの世間に入れられず、自害した。お吉は身寄

柿崎弁天島の吉田松陰

と金子重輔の銅像 

下田公園内下岡蓮杖の碑 

http://shimoda.izuneyland.com/murayama.html
http://shimoda.izuneyland.com/murayama.html
http://shimoda.izuneyland.com/benten.html
http://shimoda.izuneyland.com/perry.html
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りがなかったため、宝福寺の住職が慈愛の心で境内に手厚く葬った。 

 

中村
なかむら

岳
がく

陵
りょう

 

明治 23 年（1890）～昭和 44 年（1969） 

中村岳陵は旧岡方
おかがた

村で生まれ、幼少の頃より絵画

にひいで、明治 33 年（1905）上京し、同 41 年（1913）

東京美術学校日本画科に入学し、卒業後法隆寺壁画

模写主任の重責を全うし、大阪四天王寺壁画制作に

当たるなど、日本画
が

壇
だん

に大きな足跡を残した。日本

芸術院会員、院展審査員等を経て、昭和 37 年（1962）

文化勲章を受けるに至った。こうした偉大な功績に

対し、町は翌 38 年（1963）下田町名誉町民の称号を

贈った。 

 

森
もり

一
はじめ

（斧
ふ

水
すい

） 

明治 34 年（1901）～昭和 36 年（1961） 

森一（斧水）は、大正から昭和にかけて郷土誌『黒

船』を主宰した人物である。大正 13 年（1924）10 月、

黒船社によって雑誌『黒船』が創刊された。黒船社

のメンバーは、第一次大戦後の大正期の自由な雰囲

気の中で近代教育を受けて育った豆
とう

陽
よう

中学校の同期

生が中心であった。幕末に開港地として外国文化と

の接触の機会をもった下田の文化的土壌の中から、

異国情緒を漂わせる名称の雑誌が誕生した。 

 

 

 

 

  

中村岳陵 

森一（斧水） 
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４ 文化財等の分布状況 

下田市には数多くの文化財が残っている。国指定文化財は７件あり、彫刻

２件、史跡３件、天然記念物２件となっている。 

県指定文化財は 10 件あり、工芸品３件、建造物１件、史跡１件、天然記念

物５件を指定している。 

市指定文化財は 56 件あり、彫刻８件、工芸品５件、書籍１件、古文書７件、

歴史資料２件、有形民俗文化財３件、無形民俗文化財３件、史跡 19 件、名勝

２件、天然記念物６件を指定している。（平成 30 年 4 月 3 日時点） 

 

 

指定文化財件数 

類型 国指定 県指定 市指定 合計 

有形文化財 彫刻 2  8 10 

工芸品  3 5 8 

書籍   1 1 

古文書   7 7 

歴史資料   2 2 

建造物  1  1 

民俗文化財 有形民俗文化財   3 3 

無形民俗文化財   3 3 

記念物 史跡 3 1 19 23 

名勝   2 2 

天然記念物 2 5 6 13 

合計 7 10 56 73 
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文化財位置図 

（図中の番号は次頁以降の文化財一覧の番号に対応している。） 
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（１）国指定文化財 

国指定文化財一覧 

 種別 名称 所有者、管理者 指定年月日 所在地 

1 
重要文化財 ・

彫刻 
木造阿弥陀如来坐像 長谷寺 大正 8 年 4 月 12 日 

下田市田牛 

（長谷寺） 

2 
重要文化財 ・

彫刻 
木造大日如来坐像 天神神社 大正 9 年 4 月 15 日 

下田市蓮台寺 

（天神神社） 

3 史跡 玉泉寺 玉泉寺 昭和 26 年 6 月 9 日 
下田市柿崎 

（玉泉寺） 

4 史跡 了仙寺 了仙寺 昭和 26 年 6 月 9 日 
下田市三丁目 

（了仙寺） 

5 史跡 神子元島燈台 国土交通省 昭和 44 年 7 月 25 日 下田市神子元島 

6 天然記念物 八幡神社のイスノキ 八幡神社 昭和 16 年 2 月 28 日 
下田市吉佐美 

（八幡神社） 

7 天然記念物 
伊古奈比咩命神社の

アオギリ自生地 
白濱神社 昭和 20 年 2 月 22 日 

下田市白浜 

（白濱神社） 

 

木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

（重要文化財・彫刻） 

像高 86.5cm。像に眼をじかに彫った彫眼、現状は古色

仕上げの像。材は 桧
ひのき

又は榧
かや

。技法は寄木造説と一
いち

木
ぼく

割
わり

矧
はぎ

造
づくり

説※13 がある。小ぶりで浅い彫りの目鼻立ちが生む穏

やかな面貌などに 定
じょう

朝
ちょう

様
よう

※14の影響が見られる。平安後

期の作。治承 4 年（1180）に近くの遠国島に漂着したと

伝えられ、伊豆各地に残る漂着伝説を持つ。 

※13 寄木造が頭体幹部の根幹をなす材を同等の２材以上で作るものに

対して、一木割矧造は、頭体幹部を 1 材で作り、一旦２つに割り

離し、内刳り（内部をくり抜く）を施した後、くっつける技法。 

※14 平安時代の仏師・定朝にはじまる和様の仏像彫刻様式。 

 

木
もく

造
ぞう

大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

（重要文化財・彫刻） 

像高 114.0cm。金剛界大日如来特有の智
ち

拳
けん

印
いん

※15を結ぶ

密教像。現在は地名に名を残すのみの廃寺である蓮台寺

の本尊であったと考えられる。桧の寄木造。彫眼で、像

の表面には漆箔を施す。面の幅と長さがほぼ同じとなる

穏やかな丸顔や優美な表現など、平安時代後期の様式を

残した鎌倉初期の像とされている優作であり、伊豆半島

を代表する仏像の一つである。 

※15 胸の前で、左手をこぶしに握って人さし指だけ立て、それを右

手で握る印。  木造大日如来坐像 

木造阿弥陀如来坐像 
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了
りょう

仙
せん

寺
じ

（史跡） 

了仙寺は、寛永 12 年(1635)、三代将軍徳

川家光公の命を受け、第二代下田奉行今
いま

村
むら

伝
でん

四
し

郎
ろう

正
まさ

長
なが

によって創建された。ペリーを

はじめとする米国使節の接待所兼徳川幕府

との交渉場所となり、嘉永７年（1854）５

月、日米和親条約付録下田条約が締結され

た場である。 

 

玉
ぎょく

泉寺
せ ん じ

（史跡） 

嘉永７（1854）、下田条約が締結されると、

玉泉寺は米人の休息所、埋葬所に指定され

た。安政３年（1856）、初代アメリカ総領事

となったハリスは下田に入港し、我が国最

初の領事館として玉泉寺が使われ、通訳ヒ

ュースケンも居住した。境内には、アメリ

カ人、ロシア人、ヒュースケンに仕えたお

福の墓、米国領事館となり日本で最初に星

条旗が掲揚された場所を記念する碑等、そ

の他多数の開港史跡が見られる。 

 

神
み

子
こ

元
もと

島
じま

燈
とう

台
だい

（史跡） 

下田港から南へ約 10km の海上にある。慶応２年

（1866）英・仏・米・蘭と調印した改税約書により、

観
かん

音
のん

崎
ざき

（三浦半島東端）・ 剱
つるぎ

崎
さき

（三浦半島南端）な

ど８か所のうちのひとつとして建設が義務づけられ

た。英国人技師ブラントンの監督のもとに明治２年

（1869）２月、工事に着工し、下田エビス崎（現在

の下田公園内）より切出した石を用い、翌３年 11 月

完成した。現役では我が国最古の洋式灯台である。 

 

 

  

神子元島燈台 

玉泉寺 

了仙寺 
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（２）県指定文化財 

県指定文化財一覧 

 種別 名称 所有者、管理者 指定年月日 所在地 

1 工芸品 鰐口 白濱神社 昭和 31 年 10 月 17 日 
下田市白浜 

（白濱神社） 

2 工芸品 
鰐口（応永三十年の

陰刻銘あり） 
個人 平成 30 年 4 月 3 日 下田市 

3 工芸品 
鰐口（応永二十八年

の陰刻銘あり） 
地区自治会 平成 30 年 4 月 3 日 下田市 

4 建造物 河内の宝篋印塔 重福院 昭和 63 年 3 月 18 日 
下田市河内 

（重福院） 

5 史跡 吉田松陰寓寄処 下田市・私有地 昭和 16 年 10 月 27 日 下田市蓮台寺 

6 天然記念物 田牛ハマオモト自生地 私有地 平成 27 年 4 月 1 日 田牛海後ノ浜 

7 天然記念物 
白濱神社のビャクシン

樹林 
白濱神社 昭和 44 年 5 月 30 日 

下田市白浜 

（白濱神社） 

8 天然記念物 偽層理 三島神社・鷺島神社 昭和 54 年 11 月 19 日 下田市柿崎 弁天島 

9 天然記念物 報本寺のオガタマノキ 報本寺 昭和 57 年 11 月 26 日 
下田市加増野 

（報本寺） 

10 天然記念物 爪木崎の柱状節理 須
す

崎
ざき

区 昭和 57 年 11 月 26 日 下田市須崎 

 

河
こ

内
うち

の宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

（建造物） 

建武元年（1334）建立の格調高い宝篋印

塔で、元々 重
じゅう

福
ふく

院
いん

の北西側対岸の高台、塔
とう

の

平
ひら

にあったものが、時代の移り変わりとと

もに何度か移動し、現在の場所に安置され

たと伝えられている。総高 247cm。妙忍が施

主となり、覚
かく

円
えん

や大
だい

壇
だん

那
な

沙
しゃ

弥
み

智
ち

道
どう

の協力に

よって建立された旨の刻銘
こくめい

がある。 

 

報
ほう

本
ほん

寺
じ

のオガタマノキ（天然記念物） 

モクレン科の常緑高木。西南日本など温

暖な地方に多く自生しているが、それ以外

でこれほどの大木は珍しい。近年、相次い

で枝が折れ心配されたが、その後樹勢も回

復し、３月頃になると白く香気のある可憐

な花を咲かせる。樹高 25m、周囲４m、樹齢

推定 300 年。  

報本寺のオガタマノキ 

河内の宝篋印塔 
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（３）市指定文化財 

市指定文化財一覧 

 種別 名称 所有者、管理者 指定年月日 所在地 

1 彫刻 不動明王坐像 宝徳院 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市吉佐美（宝徳院） 

2 彫刻 薬師如来坐像 白濱神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市白浜（白濱神社） 

3 彫刻 阿弥陀如来坐像 稲田寺 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市一丁目(稲田寺） 

4 彫刻 四天王像 天神神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市蓮台寺（天神社） 

5 彫刻 観音菩薩立像 観音寺 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市須崎（観音寺） 

6 彫刻 薬師如来坐像 観音寺 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市須崎（観音寺） 

7 彫刻 薬師如来坐像 曹洞院 平成 12 年 8 月 30 日 下田市大賀茂（曹洞院） 

8 彫刻 二天立像 曹洞院 平成 13 年 9 月 4 日 下田市大賀茂（曹洞院） 

9 工芸品 鰐口 八幡神社 昭和 44 年 4 月 25 日 
下田市一丁目 (八幡神

社） 

10 工芸品 御正躰（懸仏） 白濱神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市白浜（白濱神社） 

11 工芸品 水草双鳥鏡 白濱神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市白浜（白濱神社） 

12 工芸品 亀甲地双雀鏡 白濱神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市白浜（白濱神社） 

13 工芸品 山吹双鳥鏡 白濱神社 昭和 56 年 8 月 7 日 下田市白浜（白濱神社） 

14 書籍 下田年中行事 下田市 昭和 44 年 4 月 25 下田市四丁目 

15 古文書 
北条家寺中安堵朱

印状 
本覚寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市四丁目（本覚寺） 

16 古文書 
北条家寺中安堵朱

印状 
太梅寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市横川（太梅寺） 

17 古文書 
佐野北条氏忠朱印

状 
白濱神社 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市白浜（白濱神社） 

18 古文書 
吉田泰盛寺領朱印

状 
太梅寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市横川（太梅寺） 

19 古文書 
北条家寺中安堵朱

印状 
本覚寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市四丁目（本覚寺） 

20 古文書 安国寺恵瓊奉制札 太梅寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市横川（太梅寺） 

21 古文書 寂用禅師語録 太梅寺 昭和 60 年 12 月 23 日 下田市横川（太梅寺） 

22 歴史資料 
第三代下田奉行石

野八兵衛位牌 
大安寺 平成 18 年 3 月 28 日 下田市四丁目（大安寺） 

23 歴史資料 豆州下田港之図 下田市 平成 18 年 3 月 28 日 下田市四丁目 

24 有形民俗文化財  
仏谷の十六羅漢三

十三観音 
宝徳院 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市吉佐美（宝徳院） 

25 有形民俗文化財  
小白浜三十 三観

音・エンマ 
観音寺 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市須崎 

26 有形民俗文化財  
元理源寺三十三観

音 
泰平寺 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市五丁目 

27 
無形民俗文化財  

（民俗芸能）  
三番叟 

白濱神社三番

叟保存会 
昭和 48 年 6 月 12 日 下田市白浜（白濱神社） 
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 種別 名称 所有者、管理者 指定年月日 所在地 

28 
無形民俗文化財  

（風俗習慣）  
鬼射 

落合鬼射保存

会 
昭和 51 年 5 月 27 日 下田市落合（高根神社） 

29 
無形民俗文化財  

（風俗習慣）  

山随院権現祭幡廻

し 

加増野ハタマワ

シ保存会 
昭和 51 年 5 月 27 日 下田市加増野（報本寺） 

30 史跡 長楽寺 長楽寺 昭和 46 年 9 月 6 日 下田市三丁目 

31 史跡 下田城址 下田市 昭和 48 年 6 月 12 日 下田市三丁目 

32 史跡 
今村伝四郎等三代

の墓 
了仙寺 昭和 48 年 6 月 12 日 下田市三丁目（了仙寺） 

33 史跡 戸田忠次の墓 泰平寺 昭和 48 年 6 月 12 日 下田市四丁目（泰平寺） 

34 史跡 火達山遺跡 白濱神社 昭和 49 年 3 月 20 日 下田市白浜 

35 史跡 三穂ヶ崎遺跡 下田市 昭和 49 年 3 月 20 日 下田市白浜 

36 史跡 夷子島遺跡 須崎財産区 昭和 49 年 3 月 20 日 下田市須崎 

37 史跡 洗田遺跡 私有地 昭和 49 年 3 月 20 日 下田市吉佐美 

38 史跡 遠国島遺跡 － 昭和 49 年 3 月 20 日 下田市田牛 

39 史跡 深根城址 私有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市堀之内 

40 史跡 下田奉行所跡 下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市東中 

41 史跡 
吉田松陰踏海の企

跡 
下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市柿崎弁天島 

42 史跡 
吉田松陰拘禁之跡

(長命寺跡） 
下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市四丁目 

43 史跡 下田御番所跡 下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市三丁目 

44 史跡 欠乏所跡 私有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市三丁目 

45 史跡 
武ガ浜波除けと今

村公勒功碑 
国有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市武ガ浜 

46 史跡 薩摩十六烈士の墓 大安寺 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市四丁目（大安寺） 

47 史跡 
カナヤマ古代製鉄

遺跡 
私有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市大賀茂 

48 史跡 三穂ヶ崎台場遺跡 下田市 平成 23 年 12 月 1 日 下田市白浜 

49 名勝 爪木崎ー俵磯海岸 須崎財産区 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市須崎 

50 名勝 
タライ崎ー釜の浦海

岸 
国有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市田牛 

51 天然記念物 はまぼう樹林 国有地 昭和 44 年 4 月 25 日 下田市吉佐美 

52 天然記念物 大公孫樹 諏訪神社 昭和 46 年 9 月 6 日 下田市横川（諏訪神社） 

53 天然記念物 ヒカリモ 旭洞院 昭和 48 年 10 月 6 日 下田市須崎（旭洞院） 

54 天然記念物 枝垂れ桜 報本寺 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市加増野（報本寺） 

55 天然記念物 山ざくら 私有地 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市堀之内 

56 天然記念物 しもだまいまい － 昭和 51 年 5 月 27 日 下田市内全域 
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長
ちょう

楽
らく

寺
じ

（史跡） 

長楽寺の創建は弘治３年（1557）、尊有が

開山したのが始まりと伝えられている。幕

末の外交の舞台でもあり、安政元年（1854）

には筒
つつ

井
い

政
まさ

憲
のり

・川
かわ

路
じ

聖
とし

謨
あきら

とプチャーチン（ロ

シア使節海軍中将）との間で日露和親条約

が締結され、安政２年（1855）には井戸
い ど

覚
さと

弘
ひろ

等と米国使節アダムス中佐との間に日米和

親条約批准書の交換が行われた場である。 

 

下田城址（史跡） 

現在の下田公園全域が下田城址である。

天正 16 年（1588）秀吉の小田原攻めに備え

て築城された後
ご

北
ほう

条
じょう

方の水軍拠点。天守台

と呼ばれる中心部分の曲
くる

輪
わ

や空堀
からぼり

等がよく

残されている。天正 18 年（1590）３月上旬、

豊臣氏の水軍脇
わき

坂
ざか

安
やす

治
はる

、 長
ちょう

曾
そ

我
か

部
べ

元
もと

親
ちか

等総

勢１万を超える軍政に攻められ、城将清水

康英はおよそ 50 日に渡って籠城
ろうじょう

した後、開

城した。 

 

武
たけ

ガ浜
はま

波
なみ

除
よ

けと今村公勒功
ろ っ こ

碑
ひ

（史跡） 

江戸時代初期、下田の町は大波の被害を

直接受け、町民は度々危険に脅かされてい

た。第二代下田奉行今村伝四郎正長はこの

危険から町民を守るため私財を投じて波除

けの建設を行い、正保２年（1645）に完成

した。勒功碑は、今村公の功績をたたえ、

名主三名が同年に建立した記念碑である。  

下田城址の深堀 
 

長楽寺 
 

武ガ浜波除け 
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三
さん

番
ば

叟
そう

（無形民俗文化財） 

かつては伊豆を代表する民俗芸能として

各地で奉納されていた三番叟であるが、現

在ではその数が激減し、下田市内において

も白
しら

濱
はま

神社の奉納三番叟のみとなった。白

濱神社ではおよそ 300 年前から 10 月の秋祭

りに奉納され、地元若衆によって伝承され

ている。 

 

鬼
おび

射
しゃ

（無形民俗文化財） 

落合の高根白
はく

山
さん

神社に古くから伝えられ

ている神事。行事は弓
ゆん

太
だ

郎
ろう

１名、役者２名、

シャクトリ２名が中心となって行われる。

複雑な儀式を経て射手である役者が、裏側

に大きく「鬼」と書かれた的を射る。見事

に的を射通せば、その年の災厄は退散し、

五穀豊穣は疑いないといわれている。 

 

 

山随
さんずい

院
いん

権現
ごんげん

祭
さい

幡廻
はたまわ

し（無形民俗文化財） 

加
か

増
ぞう

野
の

の報
ほう

本
ほん

寺
じ

で毎年８月 11日に開催さ

れる行事で、元々は領主の霊を祭る行事に

厄除けの祈願、五穀豊穣の祈願も加わって

現在の形になったと考えられている。 

長さ７m 程の孟宗竹を、禰宜
ね ぎ

の指揮のもと

八人組の若衆とアトヒキといわれる 15 人程

の若衆が境内を９回引き回し９回とも竹を

倒すことなく廻しきればその年は豊作で厄

病は退散すると伝えられている。 

 

 

 

 

白濱神社の三番叟 

落合・高根白山神社の鬼射 

報本寺の山随院権現祭幡廻し 
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（４）主な未指定文化財 

 

宝
ほう

福
ふく

寺
じ

 

嘉永７年（1854）、日米和親交渉に当たり、

日本全権の本陣となり、下田奉行所が置か

れた。慶応元年（1865）に韮山代官江川氏

の農兵調練所、明治には初代賀茂
か も

郡役所が

置かれた。 

それ以前には、勝海舟が山
やま

内容堂
うちようどう

と、坂

本龍馬の脱藩をした罪の許しを乞う会談を

行った場所でもある。唐人
とうじん

お吉
きち

の墓所があ

り、お吉ゆかりの寺としても知られている。 

 

下
しも

田
だ

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

 

下田八幡神社は、正応元年（1288）頃、

既に鎮座していたと伝えられている。永正

４年（1507）11 月に再建された。 

毎年８月 14 日・15 日には、大坂夏の陣で

勝利を収めた徳川の軍勢が、大坂城入城の

際に打ち鳴らした陣太鼓を、後の下田奉行

今村伝四郎正長公が伝えたといわれる下田

太鼓祭りが行われている。 

 

白
しら

濱
はま

神
じん

社
じゃ

 

伊豆の最古の社といわれる。主祭神は三

嶋大明神の 后
きさき

の神、伊
い

古
こ

奈
な

比
ひ

咩
めの

命
みこと

。伝承に

よると、伊古奈比咩命は三嶋大明神ととも

に、三宅島に座していたが、白浜に移り伊

豆諸島を治め、伊豆神族の宗社として崇敬

を集めてきたという。後に三嶋大明神は国

府の置かれた三島に移ったため、この地を

古宮という。境内には国指定の天然記念物 

のアオギリ自生地や県指定の天然記念物ビャクシン樹林が見られる。  

宝福寺 

下田八幡神社（拝殿） 

白濱神社（拝殿） 
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（５）下田まち遺産 

下田市には、自然、歴史、文化、人の暮らしに関連する貴重な資源が数多

くあり、その中で、市民が誇りに思い、次代へ継承していくべき、下田を象

徴し、下田らしさが感じられるものを下田まち遺産として、下田市景観まち

づくり条例で位置付けている。下田市景観まちづくり条例第７～９条におけ

る下田まち遺産認定・登録制度は、市民からの公募をもとに下田認定まち遺

産を決め、認定されたまち遺産のうち、所有者等が、現状を維持し、積極的

に保全・活用などに取り組んでいくことに同意したものを下田登録まち遺産

としている。平成30年（2018）２月時点で、下田認定まち遺産は142件あり、

下田登録まち遺産は12件ある。 

 

旧
きゅう

澤
さわ

村
むら

邸
てい

（下田登録まち遺産） 

旧澤村邸は、なまこ壁と伊豆石造りの建

築様式を用いた建造物で、大正４年(1915)

に建築された。その後外観のなまこ壁を修

復しながら耐震改修を行い、現在は無料休

憩施設として観光客を迎え入れている。 

 

ハリスの小
こ

径
みち

（下田認定まち遺産） 

タウンゼント・ハリスが日米通商条約締

結交渉中に胃
い

潰
かい

瘍
よう

を患い、望郷の思いにふ

けりながら歩いたといわれる海沿いの道。

現在は玉泉寺のある柿
かき

崎
さき

から須
す

崎
ざき

まで、石

畳の遊歩道になっている。 

 

 

［眺望点］下田公園開国ひろば（下田認定まち遺産） 

下田公園内にある開国ひろばは、港と下

田のまちなみを一望できる眺望点として、

知られている。 

 

 

  

［眺望点］下田公園開国ひろば 

旧澤村邸 

ハリスの小径 
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下田まち遺産位置図 

（図中の番号は次頁以降の下田まち遺産一覧の番号に対応している。） 
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下田まち遺産一覧           （下田まち遺産の番号は、認定番号及び登録番号） 

登録 1 雑忠 28 吉田松陰寓寄処 67 和歌の浦遊歩道 106 田牛八幡神社獅子舞 

登録 2 松本旅館 29 蓮台寺湯の華小径 68 ペリー上陸記念碑 107 
田牛八幡神社おっぴい

しゃり 

登録 3 櫛田蔵 登録 13 
蓮台寺温泉しだれ

桃の里 
69 

下田公園ハナミズキと

記念碑 
108 お吉祭 

登録 4 安直楼 31 爪木崎 70 下田公園アジサイ 109 須崎津島神社例大祭 

登録 5 土佐屋 32 柱状節理 71 下岡蓮杖記念碑 110 
大賀茂山神社神楽の

舞 

登録 6 草画房 33 
庚申堂と西国三十三観

音 
72 ペリーロード五橋梁 111 白濱神社火達祭 

登録 7 石原邸 34 恵比須島 73 欠乏所跡 112 白濱神社御幣流祭 

登録 8 高橋邸 35 若山牧水歌碑 74 吉田松陰拘禁之跡 113 了仙寺 

登録 9 加田邸 36 築城石 75 
ハンギングバスケット通
り 

114 玉泉寺 

登録 10 鈴木邸 37 須崎御番所跡 76 ひもの横丁 115 長楽寺 

登録 11 渡邉蔵 38 吉田松陰上陸の碑 77 【眺望点】みなと橋 116 今村家三代の墓 

登録 12 旧澤村邸 39 須崎御台場跡 78 
武ヶ浜波除と今村公勒
功碑 

117 下田節 

1 入田浜 40 須崎遠見番所跡 79 下田御番所跡 118 天草ポン作り 

2 多々戸浜 41 灯明場跡 80 須崎歩道 119 
蓮台寺天神神社大日
如来坐像 

3 吉佐美大浜 42 舞磯浜 81 民宿発祥の地石碑 120 下田富士 溶岩節理 

4 加田本家 43 佛谷山石仏群 82 外浦海岸 121 
【眺望点】下田公園開
国ひろば 

5 白濱神社末社 44 高根山 83 婆娑羅山 報本寺 122 三番叟 

6 はまぼう樹林 45 【眺望点】高根山 84 
報本寺山随院権現祭

幡廻し 
123 宝篋印塔 

7 平滑川 46 白濱神社 85 ベイサイドプロムナード 124 徳本上人名号塔 

8 下田公園 47 多景山 86 辻の段 125 百地蔵 

9 【眺望点】ハリスの小径 48 下田富士 87 大浦・鍋田海岸 126 
婆 娑 羅 山  考 子 伝 
（伝説） 

10 小白浜 49 天草倉庫 88 大浦海岸石灯篭 127 亜相浜 

11 ペリーロードガス灯 50 寝姿山 89 お吉ヶ淵 128 土藤商店 

12 九十浜海水浴場 51 【眺望点】寝姿山 90 いんぼ沢とお地蔵様 129 土藤蔵ギャラリー 

13 ペリーロード 52 寝姿山の寒桜 91 吉田松陰先生像 130 平野屋 

14 大賀茂れんげ祭り 53 寝姿山のつわぶき 92 狼煙崎舫い石 131 下田城址 空堀 

15 白浜三穂ヶ崎  54 田牛海岸 93 稲梓の鉄橋（通称） 132 新下田橋 人魚像 

16 白濱神社御三釜  55 神子元島燈台石碑 94 婆娑羅山 133 
河内諏訪神社  奉納相

撲 

17 獅子鼻岬  56 金山遺跡 95 下田漁港金目鯛 134 
稲田寺 阿弥陀如来坐

像 

18 白浜大浜海岸  57 民話 荒井の長者 96 下田小学校校歌 135 下田八幡神社 仁王像 

19 田牛サンドスキー場  58 報本寺枝垂桜 97 下大沢 庚申塔 136 下田市の旧町名 

20 龍宮窟  59 深根城址 98 ハリスの小径 137 大公孫樹 

21 ハマオモト自生地  60 茶々丸の墓 99 
吉佐美八幡神社  イス

ノキ・楠・イチョウ 
138 お吉桜 

22 青少年海の家  61 山桜 100 
【眺望点】志太ヶ浦展
望台 

139 河内諏訪の河津桜 

23 鍋田浜  62 洗田遺跡 101 稲田寺 津なみ塚 140 旧町内のお稲荷さん群 

24 弁天島  63 三倉山 102 菖蒲の墓 141 下岡蓮杖翁肖像 

25 白浜中央海岸  64 大賀茂遺跡 103 
河内諏訪神社 手筒花
火 

登録 14 田中邸 

26 
【眺望点】尾ヶ崎ウイン
グ 

65 本郷公園桜並木 104 下田太鼓祭り  

27 アロエの里  66 神子元島燈台 105 
落合高根白山神社 鬼

射 
 

■国指定文化財 ■県指定文化財 ■市指定文化財 ■その他（第２章の歴史的風致関連）  
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（６）特産品、工芸品、料理 

①特産品 

わさび 

平成 28 年（2016）特用林産物生産統計調

査（林野庁）によると、静岡県はわさび（根

茎）の生産量が全国一である。 

豊富な湧水を活用し、自然生態系と共生

しながら高品質なわさびを持続的に生産す

る栽培システムは、平成 29 年（2017）に「静

岡水わさびの伝統栽培」として日本農業遺

産に認定され、平成 30 年（2018）には世界 

農業遺産に認定された。下田市は認定された栽培地域のひとつであり、須
す

原
はら

な

どの豊かな山水の恵みを受けて育ったわさびは逸品で、土産として昔から人

気がある。 

金目鯛 

下田港は金目鯛の水揚げが日本一※16 であ

る。そこで揚がった新鮮な金目鯛は刺身、

姿煮、鍋、粕漬、干物など色々な食べ方が

できる。毎年６月１日から 30 日にかけて「き

んめ祭り」が開催され、道の駅開国下田み

なとや市内各所で多様なメニューの金目鯛

を楽しむことができる。 

※16 平成 29 年度魚種別系群資源評価（水産庁）及び銚子市

漁業協同組合資料、伊豆漁業協同組合資料 

②工芸品 

下
しも

田
だ

脂
やに

松
まつ

細
ざい

工
く

 

江戸時代の末期から続く郷土工芸品であ

り、黒松の脂の多い部分を使って作る木工

芸品で、木目や色合いの美しさが特徴であ

る。皿、盆、茶具や箱などがあり、昭和 55

年（1980）に静岡県郷土工芸品に指定され

た。  

金目鯛の姿煮 

下田わさび 

下田脂松細工 
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③郷土料理・名物 

ところてん 

下田の海で採れる天草は、黒潮の流れに

あたり太く、ねばりのある上質なものであ

る。海女が手づかみで収穫し、干したあと

に選別作業を丁寧に行うことで、高い品質

を保つことができ、全国でも評価されてい

る。その良質な天草を使ったところてんは

逸品であり、下田の名物になっている。 

 

いけんだ煮味噌 

漁師汁ともいい、場所や漁の獲れ具合に

よってその中身が変わる。この名前は、漁

師鍋全般の総称としても使われ、「いけんだ」

は須崎半島の先端に位置する爪
つめ

木
き

崎
ざき

の「池

の段」という地名が訛ったものである。現

在は須崎エリアの旅館や店、家庭でも食べ

られる。出汁は、フジツボ、カメノテなど、

磯のものを入れてとり、具は伊勢エビ、サ

ザエ、精進ガニ、磯魚などが入っている。 

 

白浜名物 さんま寿司 

さんま寿司は、秋祭りや祝いの席で欠か

すことのできない郷土料理である。その昔、

凶作に苦しむ白浜の人々のために、白濱神

社の神官が祈祷を行ったところ、次々にさ

んまが浜に打ち上げられ、それをご飯にの

せて庶民に振る舞ったのがはじまりという。 

毎年 10 月から 12 月にかけて、下田エリ

ア全体でさんま寿司まつりが開催されてい

る。各家庭で代々引き継がれた味があり、

それぞれに微妙に味が違うのも白浜のさん

ま寿司の特徴である。 

いけんだ煮味噌鍋 

さんま寿司 

ところてん 


